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１． はじめに 

交通配分計算において使用される道路ネットワ

ークが細街路を含む場合，選択される経路は必ず

しも幹線道路とはならない．このため計算に使用さ

れるネットワークは分析目的にあわせて規模と精度

が決定される必要がある．もし分析目的に適したネ

ットワークがない場合，分析者が製作しなければな

らない．GIS で用いられる既存のネットワークを単

純化する手法は有用であると考えられる． 

本稿ではネットワークの単純化において必要と

なる細街路の検出をネットワーククラスタリングで行

うことを提案する．細街路の検出は幹線道路を中

心とした道路ネットワークの構成に必要であるが，

現在の GIS データにはこのような属性区分が存在

しない．数値地図 25000(空間データ基盤)より抽出

したネットワークを対象に数値実験によりクラスタリ

ングパラメータの適正値を検討する． 

 

２．ネットワーククラスタリング手法 

クラスタリングはネットワーク内にどの程度の偏り

があるかを示すことに使用される．クラスタリング手

法にはネットワークの特徴に応じた手法が提案され

ている．本稿では最短経路探索アルゴリズム(ダイ

クストラ法)を利用したクラスタリングを行う．図 1 に

処理手順を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．クラスタリング処理手順 

ネットワーク上の任意の点から全点間の最短経

路をダイクストラ法により求める．各起終点の最短

経路で通過する数を枝ごとに数える．この処理を

全起終点間で繰り返す．数が一番多い枝を削除す

る．このとき次数 1 のノードを持つ枝は削除対象と

しない．ネットワークの枝総数に対して割合ρの枝

が削除された時点でクラスタリングを終了する． 

 

３．実データを用いたクラスタリング 

中央区の道路ネットワークを用いて実際にクラス

タリングを行った．割合ρ = 0.1 の結果を図 2，

ρ = 0.2 の結果を図 3に示す． 

   
 

図中の円で示しているように同じ位置特性を持

クラスタが現れている．細街路の抽出という点にお

いてはある程度成功していると考えられる． 

ρ値が小さいと図 2 に示すようにクラスタが十分

に細分化されない．ρ値を大きくすると，図 3のよう

に明確なクラスタが現れてくる．更にρ値を大きく

すると，より細かいクラスタが現れてくる． 

 

４．おわりに 

ネットワーク単純化を目的とした細街路の検出を，

ネットワーククラスタリング手法を用いて行った．そ

の結果，多くの経路で主要な道路を削除すること

で同一の位置特性を持ったクラスタが現れることが

わかった．この特性を持ったクラスタが細街路網で

あると考えている．しかし，クラスタリング処理の終

了パラメータが明確になっていない．この適正値の

検討が今後の課題として残されている．また，この

手法の適用限界についても計算機実験を重ねる

必要があるだろう． 
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